
日本学術会議 農学委員会・食料科学委員会合同 

CIGR分科会（２４期・第１回） 議事要旨 

 

日 時：平成３０年１月２２日（月）１０：００～１２：１５ 

 

場 所：日本学術会議５階 ５－Ｃ（１）会議室 

 

出席者：野口 伸（委員長）、澁澤 栄（副委員長）、仁科弘重、梅田幹雄、大下誠一、奥島里美、

川村周三、岸田義典、清水 浩（幹事）、髙山弘太郎（幹事）、前川孝昭、真木太一、宮

崎 毅、安永円理子、吉本真由美 

オブザーバー：なし 

事務局：山石あや 

 

資 料 

１．農学委員会・食料科学委員会合同分科会の設置について【資料１】 

２．分野別委員会の分科会について【資料２】 

３．CIGR（国際）事務局からの報告【資料３】 

４．日本学術会議の行う国際学術交流事業の実施に関する内規、共同主催国際会議【資料４】 

５．CIGR XX Congress 2022 組織委員会・顧問会議・諮問委員会【資料５】 

６．CIGR 2022について【資料６】 

７．前回議事要旨（案）【資料７】 

８．シンポジウム等の概要について（事後報告）【資料８】 

 

議 題 

（１）委員自己紹介 

（２）役員選出（委員長・副委員長・幹事） 

（３）CIGR 分科会設置趣旨 

（４）CIGR（国際）事務局からの報告 

（５）Technical Section の日本委員推薦について 

（６）CIGR WC2022 について 

 

議 事 

１．澁澤世話人より、CIGR分科会の設置について説明があった【資料１】。 

２．出席委員の自己紹介があった。 

３．野口委員が分科会委員長に推薦され、承認された。 

４．野口委員長により、澁澤副委員長、清水幹事、髙山幹事が指名された。 

５．野口委員長より、CIGR分科会の設置目的について説明があり、澁澤副委員長より分科会と

農業工学関連学会との連携について説明があった【資料２】。 

６．梅田委員より、CIGR（国際）の動向について説明があった【資料３】。 

７．Technical Section（TS）の日本委員推薦について検討された。 

８．野口委員長よりCIGR WC2022について経緯の説明があり、本分科会委員が組織委員会を構

成することが確認された【資料４・５】。 



９．清水副委員長より、CIGR2022 WCの予定概要の説明があり、参加費について承認された。

各学協会への依頼文書については、農業工学会とCIGR WC2022組織委員会が連名で作成す

ることとした。【資料６】 

１０． 梅田委員がWCの従来の正式名称を確認し、これに準拠することとした。 

１１． 清水副委員長より、キプロスのプレゼンテーションに使用するPR動画の紹介、

管理会社への委託についての説明があった。 

１２． 高山幹事より愛媛大学で開催したシンポジウムの事後報告があった。 

１３． 川村委員よりTS6の活動内容報告があり、国内でのシンポジウム開催への挙力

依頼があった。 

１４． 次回の分科会は、５月２４日 １５～１７時に開催することとした。 


